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プ
ィ

シ
ヤ
ア
の
利
子
現
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げ
る
桜
木
的
な
る
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は
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ゆ
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産
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ぼ
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用
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報
フ
ィ
シ
ヤ
ア
は
、
は
じ
め
に
周
ひ
た
る

A
3
F
Z
i
yぇ
ヨ
2
2
の
代
り
仁

5『

J
P
2
2
2
の
請
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
こ
の

珊
忍
、
叉
は
ま
ち
か
ね
の
言
葉
は
事
活
を
一
市
す
に
甚
だ
不
遁
常
で
め
る
。
ぞ
れ
は
、
ベ
エ
ム
の
所
謂
第
二
四
明
白
に
基
〈
時
差
を
一
万
す
も
の
で
は
め

つ
で
も
、
第
一
理
由
に
も
と
づ
く
そ
れ
を
示
す
も

U
T
1
な
い
。
加
之
、
利
子
論
j

基
伝
部
分
と
レ
て
ば
、
一
力
に
於
て
ほ
生
産
力
に
基
〈
資
本
一
叫

需
要
が
あ
り
、
他
力
に
於
て
は
(
明
謂
f

千
円
耐
忍
即
ち
将
来
財
の
組
織
的
低
許
僚
と
い
ふ
、
ベ
エ
ム
の
第
一

Jm由
の
作
用
す
る
ど
一
台
と
日
閣
は

h
な

〈
行
は
る
る

E
こ
ろ
の
)
資
本
心
貯
蓄
が
あ
名
。
貯
蓄
の
大
き
を
定
h
u
る
上
に
は
、
所
謂
時
差
が
作
川
す
る
。
げ
れ

E
も
、
将
来
財
低
債
の
怠
味

に
於
げ
る
時
差
は
、
節
約
の
反
封
の
も
心
を
目
ゴ
し
て
ゐ
る
か
ら
、
貯
蓄
の
岡
山
茂
を
説
明
す
る
い
弐
必
要
E
あ
っ
て
も
、
貯
蓄
の
原
動
力
を
説
明
す

る
こ
と
と
ば
な
ら
ぬ
。
貯
蓄
は
つ
ね
に
、
将
来
財
に
明
刻
す
る
欲
望
の
現
京
財
に
到
す
る
そ
れ
上
り
色
、
思
、
常
に
大
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
説
明

せ
ら
れ
る
。

E
古
口
件
目

2
2
即
ち
不

一
般
に
は
資
本
の
生
産
力
に
よ
っ
て
利
子
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
同
様
な
る
立
場
が
ア
イ

シ
ヤ
ア
に
み
の
っ
て

は
投
資
機
曾
に
よ
っ
て
利
子
を
説
明
す
る
試
み
と
し
て
あ
ら
は
手
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
引
に
闘
す
る
ア
イ

シ
ヤ
ア
の

フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
試
の
難
勤

第
一
波

DLl 

第
川
十

4

一
巻

I'LJ 
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フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
説
の
難
船
田

第
四
十
三
巻

第

王宮

四
四

四
間

見
解
を
略
越
し
よ
う
。
ま
寸
個
々
の
主
障
に
つ
い
て
見
る
。
彼
等
は
興
へ
ら
れ
た
る
利
子
歩
合
じ
趨
臆
し
な
け
れ

主
う
す
る
潟
に
は
、
限
界
の
費
用
に
劃
し
て
、
費
用
を
超
過
す
る
牧
盆
の
こ
れ
に
封
す
る
率
(
限
界

ば
な
ら
ぬ
、

の
超
費
牧
盆
ぞ
限
界
費
用
に
よ
っ
て
除
し
た
る
商
)
が
利
子
歩
合
に
等
し
く
な
る
ま
で
、
投
資
を
慌
張
叉
は
縮
小

し
て
ゆ
く
。
而
し
て
、
佃
冷
の
主
腫
的
態
度
の
考
察
に
於
て
利
子
歩
合
を
前
提
左
し
て
ゐ
る
が
、

ぞ
れ
は
吐
合
会

躍
の
考
察
に
於
て
、
ま
た
利
子
歩
令
を
所
奥
と
し
て
前
提
と
す
る
の
で
は
な
い
。
一
枇
命
回
全
瞳
に
於
て
は
個
冷
の
主

曲号
ρ
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司
、
コ
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3
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ま
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f
t
一
F
J
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f
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4
i
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J
J
t
f
i
R
I
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L
J
'
h
t
u
/
ν

L
L
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三

1
j
L
ζ
3
-三
日
弘
司
4
3

司
司
七
氏

L
二
百
〕

J

ト二ず
U

A
u
f
)
ベ
月
ぞ
U
弓
H

，
京
カ
ヰ
・
4
F
J
i
y
J
Z
〆

j
v一

利
子
歩
合
自
聞
が
組
問
化
す
る
c

全
閣
を
通
じ
て
み
忍
と
き
は
、

主
躍
の
投
資
機
曾
に
よ
っ
て
利
子
歩
合

-
】
、
r

・っ、

み
J
ふ
μ
t
b一

が
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。

き
て
、
各
の
主
鯉
の
態
度
を
支
配
す
る
法
則
、
帥
ち
、
限
界
超
費
牧
盆
率
eg
し
て
利
子
歩
合
に
等
し
か
ら
し
か

る
と
い
ふ
法
則
に
つ
い
て
説
明
ぞ
加
へ
ょ
う
。
此
際
、
超
費
牧
益
率
ー
と
は
何
で
あ
る
か
を
明
に
す
る
こ
k
が
、
何

よ
り
も
ま
づ
必
要
で
あ
る
。

フ
イ
シ
ヤ
ア
の
い
は
ゆ
る
投
資
機
曾

(
一
=
〈
町
民
呂
町
=
門
C
2
c
z
z
=
E
}
J
C
目
〕
旬
。
ュ
ロ
三
門
司
円
。

ミ
町
田
門
)
左
は
何
で
あ
る
か
。

7
f
ν

ヤ
ア
は
次
の
如
〈
に
遮
ペ
る
。
「
投
資
機
曾
の
概
念
は
用
捨
選
樟

(
O
E
C
E
)

の
概
念
ぞ
共
基
礎
ー
と
す
る
。
用
途
選
擦
と
い
ふ
と
と
は
、
或
個
人
が
此
所
得
の
流
れ
を
産
出
又
は
確
保
す
る
錦
に
、

其
資
源
、
即
ち
資
本
、
勢
働
、
土
地
、
貨
幣
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
に
近
づ
き
う
る
所
の
あ
る
あ
り

う
べ
き
所
得
の
流
れ
の
こ
止
で
あ
る
。
投
資
機
舎
と
は
此
の
如
き
一
の
用
途
、
卸
ち
一
の
選
樺
自
由
な
る
所
得
の

流
れ
か
ら
他
の
一
へ
移
る
機
舎
の
こ
左
で
め
る
。
而
し
て
、
主
躍
は
其
接
近
し
得
る
種
ム
ザ
な
る
用
途
の
中
に
つ
い

朱賀利子論、 I52 •2) 



で、

最
卓
也
有
利
な
る
用
途
を
選
揮
す
る
。

フ
ィ
ジ
ヤ
ア
は
此
投
資
機
舎
を
中
心
と
し
て
、
四
の
投
資
機
曾
原
則
合
口
語
己
阿
国
内
MM円
。
弓
c
ユロロ一一〕二百四
2
2
L
m
，
)
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
其
一
は
、
最

高
現
在
債
値
の
原
則

(
t
E
h
-
-
T》『
2
2
5
2
2
F
Z
z
m
z
s
z
m
)
で
あ
る
。
其
内
容
は
突
の
知
〈
で
め
る
。
一
切
の
選
揮
用
途
中
選
捧
せ
ら
畠
る
6

の
は
、
市
場
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
計
算
し
て
最
高
の
現
在
慣
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
二
は
、
利
金
比
較
の
原
則
(
七
5
2
1
0
。『

g
E
3
Z
3

包

szpm)
で
め
る
。
一
切
の
選
惇
用
途
中
、
選
捧
せ
ら
る
る
色
の
は
、
其
利
盆
と
不
利
益
、

l
牧
金
と
費
用

l
雨
方
を
市
場
利
子
歩
合
に
於
て
割

引
し
て
見
で
、
英
利
盆
が
不
利
盆
を
超
過
す
る
こ
と
、
他
の
何
れ
の
用
途
よ
り
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
此
第
二
の
原
則
は
第
一
の
原
則
の
一
一
回

た
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
、
い
ふ
土
で
色
な
い
。

其
一
一
一
、
「
趨
質
収
金
学
の
原
則
(
ロ
ユ
A
-
F
M
F
A
Z
E
E
ミ
2
5
Z
)
。

一
切
の
選
搾
用
途
中
選
探
せ
ら
る
る

b
の
は
、
他
の
一
切
の
用
途
に
比
較
し
て
、

市
場
利
子
先
J

合
に
等
し
い
か
、

ヌ
は
之
J
h
J
大
な
る
卒
の
超
賀
状
往
来
を
生
中
z
v
b
の
で
あ
る
の
L
I
〈
問
.
「
逓
次
的
に
其
別
途
の
異
な
れ
る
場
今
に
於

-
q
)
2
E
P
J
き
3

、
E
E
C
B
》

'
l
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t
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L

一
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昨
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咽
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丈
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t
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ふ
又
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市
中
の
超
賀
牧
盆
を
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

之
i
肢
も
託
い
節
手
的
用
山
胞
と

ω間
ω北
部
が
市
場
利
子
山
少
-AH
に
等
し
レ

ち

か
、
る
謝
申
h
T
限
界
的
経
費
牧
盆
車
中
l
い
ふ
。
」

此
第
三
、
第
四
の
原
則
も
と
も
に
第
一
原
則
の
あ
る
一
面
を
一
疋
す
も
の
と
思
ム
ロ
げ
れ

E
色
‘
こ
れ
ら
を
明
に
し
て
か
〉
る
こ
と
が
第
一
原
則
を

最
色
よ
〈
理
解
す
る
遣
で
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
此
後
の
ニ
の
原
則
に
於
げ
る
越
費
収
盆
議
ど
は
何
か
。
ア
ィ
シ
ヤ
ア
は
こ
れ
を
次
の
知
〈
に
説
明
す
る
。

寸
比
較
せ
ら
る
る
二
の
用
途
の
現
在
債
値
を
計
算
す
る
際
に
用
ひ
で
、
英
二
者
又
は
二
者
の
差
額
(
費
用
と
牧
盆
)
を
均
等
な
ら
し
む
る
と
こ
ろ
の
仮
設

的
利
子
歩
舎
は
之
を
極
貧
牧
盆
率
と
よ
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
」
「
此
要
素
は
利
子
論
の
投
資
機
曾
の
方
面
に
於
て
主
要
な
る
役
割
'
ぜ
つ
と
め
h
o
L
F
」れ

に
関
す
る
フ
ィ
シ
ヤ
ア
の
説
明
を
あ
と
づ
げ
て
み
よ
う
。
今
一
定
の
土
地
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
農
業
に
用
ひ
、
又
は
林
業
に
用
ム
る
と
き
の
、

の
純
債
値
(
牧
盆
)
を
尖
表
の
姐
〈
で
み
る
と
す
る
。

年
々

農
業
に
用
ふ
る
場
今
の
縄
償
値
「
草
依
舟
)

株
業
に
用
ふ
る
場
合
の
沌
債
値

林
業
に
有
利
な
る
差
額

第
一
年

一O
Q

。。

一第
O 二
O 年

第

年

第
四
年

以
後
毎
年

-、ノ、
J

-cc 

0 
〈コ

二一

O

一

+

一

一

o

r
t

、

r
・、

此
場
合
、
超
賀
牧
盆
窄
は
一
割
で
あ
る
。
即
ち
一
割
の
利
子
歩
今
に
於
て
な
ら
ば
、
二
の
用
途
に
優
劣
が
な
い
。
利
子
歩
合
が
一
割
以
下
な
ら
ば
、

O 

O 
O 

O 
O 

一0
0

O 
O 

。

。

O 
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フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
説
の
難
劉

第
四
十
三
巻

第
一
一
統

l尽l
ノ、

VH 
ノ、

林
業
の
方
、
有
利
で
あ
る
。
土
地
を
林
業
に
用
ふ
る
場
合
、
第
一
年
の
百
弗
は
費
用
で
め
り
、
第
二
年
の
百
十
弗
は
取
徒
で
め
品
。
「
此
の
知
〈
超
賀

政
盆
寧
と
い
ふ
言
葉
は
、
こ
の
代
替
的
な
る
所
得
の
流
れ
の
比
較
的
右
刺
さ
に
遁
用
せ
ら
れ
る
。
費
用
と
は
、
資
本
の
或
用
迭
を
他
の
用
途
と
取
替

ふ
Z
然
に
生
す
る
或
人
の
所
得
の
洗
れ
の
初
め
の
比
較
的
損
失
含
意
味
し
、
取
盆
と
は
、
此
同
じ
代
別
に
ょ
う
て
通
常
そ
の
後
に
生
中
る
比
較
的
利

盆
を
意
味
す
る
も
の
で
め
る
こ
と
を
、
繰
返
し
て
云
ム
。
費
用
と
は
字
義
一
通

h
、
此
代
用
に
よ
っ
て
現
在
生
中
る
所
の
差
縮
で
め
り
、
収
金
は
駒
市
県

生
A
V

る
所
の
差
額
で
あ
る
。
1

「
此
記
漣
は
一
一
切
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ず
』
〉
に
一
4

一
日
注
意
し
て
置
か
う
。
ぞ
れ
は
考
へ
う
べ
き
一
切
の
費

用
盟
ぴ
い
考
へ
う
べ
き
一
切
の
取
命
じ
み
て
は
ま
る

U

以
上
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
攻
の
こ
と
を
知

h
う
る
。
刺
子
歩
合
が
八
分
な
ら
ば
、
林
業
が
謎
ば
れ
る
u

即
ち
一
一
別
途
の
起
質
収
金
キ
が
利

子
辞
令
以
k
f
v
ら
ぱ
、
臭
剤
ι

誌
が
諜
ば
れ
品
。

cれ
が
沼
山
拭
取
誕
の
原
則

r
め
る
。
陀
に
弘
J
T
い
し
。
崎
市
川
に
慣
用

r迫
加
す
る
と
喰
住
鴻
械
の

法
則
仁
よ
り
て
中
盆
が
緋
滅
寸
品
。
最
後
の
表
州
の
取
盆
甜
十
〈
賀
川
仁
川
釘

1
f山
政
金
の
制
A
W
)
が
利
子
止
F
Aい
じ
等
し
手
!
こ
ろ
j
o

で
夜
間
同
が
治
加

γら

れ
る
。
こ
れ
が
前
に
漣
ベ
た
る
と
こ
ろ
の
第
問
の
原
則
で
あ

h
、
用
途
聞
の
差
異
が
逮
捕
相
的
な
る
場
舎
に
於
げ
る
超
費
地
盆
の
原
則
で
め
る
。

フ
ィ
シ
ヤ
ア
は
一
方
、
此
投
資
械
舎
の
原
則
が
作
用
す
る
と
こ
ろ
、
限
界
的
超
費
政
金
牽
が
利
子
歩
合
に
相
等
し
き
ゃ
う
に
投
貨
せ
ら
れ
、
他
方

限
界
時
差
奉
が
利
子
歩
合
と
相
等
し
き
ゃ
う
に
、
貸
借
と
投
資
と
が
調
節
せ
ら
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
刺
子
歩
合
が
定
ま
る
、
と
述
べ
て
ゐ

品
。
此
二
の
傾
向
の
交
錯
に
関
す
る
其
所
説
に
つ
い
て
は
、
こ
〉
に
深
〈
立
入
る
こ
と
を
さ
げ
る
。
而
し
て
、
フ
ィ
シ
ヤ
ア
の
所
詞
超
費
牧
盆
車
部
に

閥
寸
る
其
見
解
が
果
し
て
よ
〈
、
生
産
カ
に
」
る
利
子
歩
合
の
説
明
舎
な
し
と
げ
得
た
る
か
合
吟
味
し
よ
う
と
岡
山
ム
。

フ
4

U
ヤ
ア
の
生
産
力
説
に
劃
す
る
根
本
的
守
一
揚
は
次
の
文
句
の
中
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
「
余
は
一
般
に
資
本
の
生
産
力
と
い
ふ
言
葉
を

Z
げ
た
。

と
い
ふ
の
は
外
で
も
な
い
。
此
言
葉
は
。
物
質
的
生
産
力
か
、
償
値
収
盆
か
、
又
は
費
用
以
上
の
取
盆
か
を
意
味
す
る
や
う
般
昧
に
用
ひ
ら
れ
う
る

か
ら
で
あ
り
、
叉
号
れ
は
所
得
が
資
本
慣
値
を
生
子
る
と
い
ふ
代

h
に
、
資
本
が
所
得
償
値
を
生
な
と
い
ふ
こ
と
を
暗
示
す
る
か
ら
で
あ
り
ベ
傍
駐

は
紹
介
者
が
附
し
た
。
)
更
に
又
、
そ
れ
は
製
造
品

ω償
値
や
ば
其
割
引

Z
れ
た
る
将
来
月
役
に
蹄
届
せ
し
め
中
、
生
産
賢
用
に
蹄
麗
せ
し
な
る
か
ら

で
め
も
」
か
〈
て
フ
ィ

U

ヤ
ア
は
所
得
が
第
一
衣
的
の
も
の
で
あ
一
史
資
本
は
そ
れ
か
ら
滋
生
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
利
子
は
所
得

を
基
礎
と
し
て
説
明
せ
ら
る
べ
き
巴
も
の
で
あ
る
の
に
、
生
産
力
説
は
、
資
本
か
ら
出
資
し
、
資
本
が
所
得
侠
値
を
生
か
か
の
や
う
に
思
は
し
め
る
。

タ
7
ム

ぞ
れ
放
に
所
得
令
出
費
慰
と
し
て
、
利
子
を
所
得
の
用
語
に
於
て
説
明
す
る
立
場
を
と
ら
う
と
す
る
o

此
駐
は
ま
さ
し
く
、
所
得
資
本
設
に
北
ハ
遁
な

る
見
方
で
ゐ
る
。
フ
ィ
シ
ヤ
ア
は
か
〈
し
て
、
所
得
か
ら
出
資
す
る
ば
か
り
T
な
〈
、
資
本
や
一
所
得
に
分
解
し
よ
う
と
す
る
。
「
わ
れ
ら
が
利
子
歩
合

に
作
用
す
る
と
こ
ろ
の
有
放
な
る
原
因
に
到
達
す
る
の
は
、
資
本
償
値
令
遁
じ
て
、
号
の
き
註
』
の
所
得
e
f
概
察
す
る
時
の
み
で
あ
か
o

」
「
貸
借
は
形

'57. 
158. 
I υI. 

152. 

主i賀革'1子論、
集賀利子論、
気賀利子論、
気賀利子論、

)
)
)
j
 

5
6
7
8
 



式
上
、
資
本
の
譲
渡
で
み
る
が
、
資
際
は
単
に
該
資
本
に
よ
つ
で
其
現
在
償
値
が
表
は
き
る
る
に
過
ぎ
向
と
こ
ろ
の
所
得
の
諜
波
で
め
る
。
故
に
わ

れ
ら
の
利
子
論
に
於
て
、
第
一
夫
的
に
は
吐
曾
の
資
本
の
量
を
考
察
せ
宇
、
共
資
本
の
表
示
す
る
将
来
の
換
期
所
得
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
-
(
傍
貼

は

紹

介

者

が

附

し

た

。

)

・

此
割
に
関
す
る
フ
イ
ジ
ヤ
ア
の
見
解
は
、

4
1
の
如
き
械
角
か
己
批
評
せ
ら
る
る
と
と
ヤ
要
し
よ
う
。
山
門
フ
イ
シ
ヤ
ア
は
此
の
知
〈
、
資
本
を
所
得

に
ま
で
分
解
す
る
と
い
ム
仕
方
に
於
て
、
利
子
の
説
明
を
完
成
し
得
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
、
い
は
ず
其
説
明
を
究
械
ま
で
途
行
し
得
で
ゐ
る
で
あ
ら

う
か
。
向
山
そ
の
数
式
的
用
語
に
於
げ
る
考
一
察
の
中
に
は
完
全
に
資
本
が
排
除
し
得
ら
れ
て
ゐ
る
で
め
ら
う
か
。
ま
づ
第
一
の
貼
か
ら
。

プ
エ
タ
ア
は
利
子
の
説
明
を
時
差
の
一
元
に
よ
っ
て
遂
行
し
よ
う
と
す
る
。
然
る
に
プ
イ
シ
ヤ
ア
は
、
こ
れ
と

相
な
ら
ひ
て
、
所
謂
投
資
機
命
日
mw
原
則
の
作
用
を
掲
げ
出
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ぎ
も
此
原
則
を
掲
げ
出
す
こ
と
と
、

与
1
.

ド
バ
容
。
H
h
好
日
平
h

リ
ノ
白
山
日
巴
わ
F
U
L
l
p
n
k
F
H
E
士
山
可
二
プ
し
ご
交
ノ
H
Y
3
F
b
L
子、ノ

n
o

--:，
A

l
ザ

'
H引
ヌ
ン

r
f
f
q
/し
ヰ

庁

1
ぺ
v

c

，
t

p

u

d

一
↑
司
U

J

{

〉

t
J
J
p
dパ
l
!
i
t
-
-
日

V
可
v
l
l
i
ノイ
i

J

V

F

L

1

J

l

f

ア

イ

/

ヤ

F

ご
仇
ソ

川

、

，

l

t

つ
て
は
費
削
却
も
資
本
宮
、

い
は
Y
費
本
財
が
所
得
の
流
れ
を
件
ふ
色
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
こ
ろ
で
、

時
差

の
作
用
が
な
い
も
の
な
ら
ば
、
而
し
て
其
主
張
す
る
が
如
く
、
「
利
子
論
に
於
て
、
第
一
次
的
に
は
枇
舎
の
費
本
の

量
を
考
察
せ
Ar
己
主
ハ
作
用
ぞ
切
り
は
な
し

τ見
る
べ
き
司
も
の
な
ら
ば
、
資
本
財
の
一
便
値
は
共
将
来
所
得
の
聴
和
と

な
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
従
っ
て
蹄
属
の
原
則
は
こ
h

に
作
用
し
て
、
所
得
と
安
本
財
傾
格
と
の
間
に
何
等
の
開

き
を
残
き
ぬ
わ
け
で
は
な
い
か
。
生
産
力
説
に
針
す
る
批
評
は
此
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
此
意

味
に
於
て
、
時
差
の
作
用
主
猫
立
な
る
投
資
機
舎
の
作
用
と
い
ふ
も
の
は
あ
り
符
な
い
の
で
は
な
い
か
。
結
品
、

時
差
以
外
に
、
資
本
財
の
債
格
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
期
待
せ
ら
る
る
勝
来
所
得
の
単
な
る
総
和
以
外
な
ら
し
か
る

る
の
を
掲
げ
出
さ
‘
ざ
る
以
上
、
利
子
詑
明
の
客
観
的
因
子
と
い
ふ
も
の
は
認
め
ら
れ
ぬ
は
や
で
あ
る
。
進
み
で
考

ふ
る
に
、

ア
イ
シ
ヤ
ア
は
、

一
資
本
財
か
ら
生
や
る
と
こ
ろ
の
所
得
の
流
れ
と
い
ふ
も
の
を
肢
に
奥
へ
ら
れ
た
る

7
4
1

シ
ヤ
ア
利
子
設
の
難
勤

第
間
十
二
一
容

第

自虚

匹!
七

l叫
i:; 
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フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
設
の
難
勤

第
凶
十
一
土
谷

11'可
r、

第

就

問
i¥、

も
の
と
見
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
れ
だ
け
か
ら
利
子
の
説
明
を
導
き
出
し
う
べ
し
と
考
へ
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
第
一

に
二
資
本
財
か
ら
生
や
る
所
紛
の
流
れ
が
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
は
、
世
曾
の
生
産
交
換
の
全
機
構
か
ら
説
明

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
、
別
し
て
生
産
の
事
情
に
立
入
ら
守
し
て
は
、
此
所
得
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
が
胡
に

せ
ら
れ
泊
。
而
も
此
生
産
の
事
情
と
い
ふ
も
の
は
、
資
本
の
取
量
を
ぬ
き
に
し
て
説
明
し
得
ら
る
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
い
は
Y
所
制
作
営
血
(
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
て
、
そ
れ
だ
け
で
利
子
の
説
明
を
中
止
す
る
理
由
は
な
い
。
而
も
所

I
F
)
河
江
田
:
:
・
予
戸
山
姶
月
ノ

B
L
r
L
I
、
交
正

'f'ftt〉
【

E
Cば

)
Z作日
正

1

旬、
1
3
1

、
、

E
L「

4

U
京
市
V
l
-
-
2
1
4
4
か
を
一
両
日
4
1
J
f
f
t
l
士
一
オ
葬
宣
伝
て
寸
、
A
J
F
U
対
中
一
red-
剖
俳
誌
と
し
.
A
M
m
b
r

を
と
り
入
れ
て
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
や
で
J

の
る
。

ア
ィ

ν
ヤ
ア
は
資
本
に
よ
っ
て
利
子
歩
合
が
定
ま
る
に
非
や
、

査
本
領
値
こ
そ
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
い
ふ
、
け
れ
ど
も
、
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
つ
ね
に
一
上
一
下
す
る

と
こ
ろ
の
資
本
債
値
は
い
は
ま
擬
制
資
本
で
あ
る
、
あ
る
賓
本
財
の
見
積
ら
れ
た
る
債
格
で
あ
る
、
資
本
は
つ
ね

仁
、
文
排
は
れ
た
る
、
又
は
文
排
は
る
べ
き
債
格
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
擬
制
資
本
に

t
つ
て
は
一
の
費
用
口
る
ぺ
志

地
位
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

一
資
本
財
だ
け
を
眼
中
に

k
hノ
入
れ
て
、
共
所
得
か
ら
如
伺
に
し
て
利
子

が
説
明
し
得
ら
る
る
か
。

プ
イ
ジ
ヤ
ア
は
資
本
か
ら
出
按
し
よ
う
と
し
て
も
、
資
本
債
値
こ
そ
利
子
の
結
果
で
あ

る
k
い
ふ
、
け
れ
ど
も
、
資
本
財
か
ら
得
ら
る
る
純
所
得
と
て
も
‘
利
子
の
結
果
で
あ
る
、
協
働
す
る
他
の
生
産

要
素
の
愛
用
L
」
利
子
と
ぞ
前
提
と
せ
や
し
正
、
純
所
得
は
定
ま
ら
ぬ
。
所
得
か
ら
出
殺
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
す

で
に
利
子
か
ら
出
殺
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
若
し
他
の
費
用
に
封
す
る
利
子
を
差
引
か
ぬ
な
ら
ば
、
徐
剰

は
幾
た
び
か
異
な
れ
る
生
産
財
の
純
所
得
と
し
て
計
上
せ
ら
れ
よ
う
。
若
し
利
子
歩
合
に
依
存
せ
守
、
こ
れ
を
決



定
す
る
と
こ
ろ
の
資
本
の
所
得
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
安
本
を
一
企
業
の
管
利
資
本
、
即
ち
一
定
の
食
僻
雨

量
L
」
解
し
、
ぞ
れ
の
生
産
物
債
格
と
費
用
邸
ち
消
耗
生
産
財
債
格
(
こ
れ
の
大
き
は
資
本
に
よ
っ

τ定
ま
る
)
と
の

一
φ

の
資
本
財
に
着
服
し
て
そ
の
純
所
得
か
ら
利
子
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
利

子
炉
」
円
。
て
利
子
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

聞
き
と
見
る
外
は
は
い
。

資
本
炉
ら
所
得
が
混
生
ぜ
ら
る
、
と
い
ふ
主
娠
の
批
評
計
、
資
本
と
資
本
債
値
と
を
別
の
も
の
と
見
ず
忍
見
方

の
上
に
築
か
れ
て
ゐ
る
。
ア
f

u

ヤ
ア
に
よ
る

t
、
所
得
印
ち
用
役
の
流
れ
は
資
本
財
か
ら
一
帯
主
出
さ
れ
る
.
け

l

J

F

l

・

-
f
E
4
 
こ
の
用
枕
の
倒
値
、
印
ち
所
得
の
倒
値
か
ら
資
本
筒
値
一
炉
導
hp
品
3
れ
る
。

恥
留
品
取
口
持
て
、
一
力
事
こ

l

;

1

l

j

)

4

1

 

そ
は
第
一
夫
的
の
も
の
で
め
ら
う
。
け
れ

E
色
、
蕊
に
考
へ
る
。
な
石
ほ
ど
、
資
本
債
値
即
ち
提
制
資
本
の
大
き

は
所
得
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
け
れ

E
色
、
此
資
本
債
値
は
、
企
業
が
諌
め
支
姉
ふ
と
こ
ろ
の
費
用
左
し
て
投
下

す
る
と
こ
ろ
の
資
本
と
は
こ
と
な
る
。
資
本
債
値
は
所
得
の
線
和
で
あ
る
に
し
て
も
、
所
得
を
う
ひ
と
こ
ろ
の
資

本
財
は
ど
こ
か
ら
飛
に
か
。
資
本
主
義
経
持
そ
の
も
の
を
前
提
と
す
る
限
り
、
そ
れ
は
買
は
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
資
本
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
資
本
か
ら
こ
そ
所
得
は
導
き
出
さ
れ
否
、

と
い
ふ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Y

イ
ジ
ヤ
ア
は
、
資
本
財
↓
用
役
の
流
れ
{
所
得
)
↓
所
得
債
値
↓
資
本
債
値
と
い
ふ

一
聯
の
連
鎖
を
示
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
此
資
本
財
そ
の
も
の
が
ど
こ
か
ら
来
る
か
を
見
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う

hr
。
此
鮪
な
考
慮
に
と
り
入
れ
ぎ
る
が
故
に
ア
イ
ジ
ヤ
ア
に
あ
っ
て
は
、
利
子
歩
合
決
定
の
第
二
の
因
子
、
卸
ち

投
資
機
舎
の
作
用
が
第
一
の
因
子
た
る
時
差
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
主
瞳
を
通
じ
て
作
用
す
る
左
見
て
ゐ
る
。
け

フ
ィ
ジ
ヤ
ア
利
子
説
の
難
詰

1m 
大ふ

同
允

第

披

第
四
十
三
巻
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フ
ィ
ジ
ヤ
ア
利
子
説
の
難
鮎

第
四
十
三
血
管

五
O 

第

童話

五
0 

れ
ど
も
、
経
持
主
躍
の
う
ち
、
今
日
の
組
織
に
於
て
投
資
機
舎
を
求
め
て
専
ら
活
動
す
る
種
類
の
も
の
が
あ
る
、

こ
れ
は
帥
も
企
業
で
あ
る
。
而
し
て
企
業
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
因
子
、
却
も
時
差
は
作
用
し
な
い
。
専
ら
費
用

ee牧
盆
と
の
比
較
、
却
も
資
本
の
生
産
力
を
求
め
て
の
み
動
く
。
こ
れ
を
特
別
の
主
腫
と
し
て
掲
げ
出
す
こ
と
は
、

フ
イ
ヤ
ヤ
ア
に
あ
っ
て
は
、
州
労
働
者
と
企
業
と
地
主
と

資
本
家
が
皆
会
〈
同
一
の
水
準
じ
於
て
、
同
一
の
種
類
の
も
の
?
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
枇
舎
の
資
本
主
義
組

利
子
の
理
論
に
於
て
何
よ
り
も
必
要
な
る
こ
と
で
あ
る
。

繍
m

印
ち
利
子

E
い
ふ
咽
品
水
炉
-
支
持
し
て
ゐ
る
n
と
こ
ろ
の
組
織
が
宥
油
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

資
本
閣
の
淵
に
資
本
を

置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
も
あ
り
符
ょ
う
、
そ
の
費
本
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
。
け
れ
ど
も
、
経
糟
現
論
は

殺
生
的
考
察
で
は
な
い
、
現
貫
の
循
環
の
分
析
で
あ
る
。
こ
の
循
環
の
始
動
に
於
て
費
本
を
置
く
の
で
め
る
。
こ

れ
は
資
本
が
過
去
の
複
雑
な
る
原
因
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。

フ
イ
シ
ヤ
ア
の
本
来
の
立
場
か
ら
い
ふ
と
、
所
符
は
資
本
尉
か
ら
疏
れ
出
づ
る
は
中
で
あ
る
。
故
に
投
資
機
曾

の
原
則
と
て
も
、
資
本
財
に
つ
い
で
作
用
す
る
は
や
で
あ
る
。
此
立
場
合
貫
〈
免
に
、
土
地
を
も
、

叉
持
働
主
睡

を
も
、

一
種
の
資
本
財
'
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
立
場
は
十
分
に
理
解
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
q

そ
の
投
資

機
舎
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
に
遮
べ
て
ゐ
る
。
「
用
途
謹
樟
と
い
ふ
こ
と
は
、
或
個
人
が
そ
の
所
得
の
流

れ
を
産
出
又
は
確
保
す
る
錦
に
、
共
資
源
、
即
ち
資
本
、
勢
働
、
土
地
、
貨
幣
を
利
用
す
る
こ
左
に
よ
っ
て
、
近

づ
き
得
る
左
こ
ろ
の
あ
る
あ
り
う
べ
き
所
符
の
疏
れ
の
こ
と
で
あ
る
o
」
列
器
せ
ら
れ
七
る
四
の
う
ち
、
は
じ
め
の

資
本
は
普
通
に
い
ふ
費
本
財
印
ち
中
間
生
産
物
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
つ
け
加
へ
ら
れ
亡
名
貨

気賀利子論、 158
朱賀利子論、 15212) 



幣
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
色
資
本
財
で
は
な
く
資
本
そ
の
色
の
で
あ
る
。
査
本
そ
の
色
の
か
ら
す
で
に
所
得
が

導
き
出
さ
る
る
と
い
ふ
こ
と
が
認
め
ら
る
る
以
上
は
、
資
本
財
か
ら
の
み
所
得
を
導
き
出
す
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
本

来
の
立
場
は
貫
き
遇
さ
れ
て
ゐ
な
い
・
と
み
る
。
更
に
進
み
て
、
か
う
る
数
多
の
種
類
の
資
源
を
認
む
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
共
利
子
理
論
の
組
織
が
如
何
な
る
難
貼
を
も
つ
に
一
会
れ
る
か
は
、
之
を
次
に
述
べ
よ
う
。

一一

次
じ
私
は
、

:7 
イ

シ
ヤ
ア
の
利
子
開
論
の
中
心
的
部
分
、

剖
ち
共
投
資
.
機
舎
の
説
明
別
し
て
共
数
式
的
表
現
に

つ
い
で
分
析
か
」
加
へ
ょ
う
。
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k
z
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ノ
j
u月
1

L

C

)

二

品
ア
イ
、
ン
ヤ
ア
の
な
助
が
ど
こ
ま
で
町
ト
れ
う
る
ド
、
じ
い
ふ
る
c

〈

一

j

d

、

-
;
1

・

抗
日
一
水
ー
は
蛸
械
の
部
期
所
科
公
表
示
寸
る
と
い
ひ
、

叉
資
本
は
所
得
の
流
れ
を
表
象
す
る
(
己
】
A
P
Z
5
2
宮内門
E

5

8
日
目
『
O

っそ
E
n
U
己
E
Z
G一Z
一
民
主
仏
師
二
宮

Z

8
5
m
者
向
山
口
日
当
E
n
r
壬
巾
円
山
勺
一
豆
印
Z
ロ
仏
国
「
。
『
・
)
と
い
ふ
表
現
に
よ
っ
て
知
ら
る
る
如
〈
、
資
本
の
量
が
利
子
歩

合
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
、
利
子
論
に
於
て
は
第
一
次
的
に
所
得
を
考
察
す
べ
し
と
い
ふ
立
場
は
、
果
し
で
か

の
数
式
的
表
現
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
ゐ
る
か
。

数
式
的
用
語
に
よ
る
第
二
次
的
考
察
を
、
こ
う
に
大
韓
だ
け
紹
介
す
る
。
主
睦
の
裁
が
ー
か
ら

n
ま
で
、
年
数

が
ー
か
ら

m
ま
で
。
所
得
は
各
年
の
真
中
に
一
度
に
符
ら
れ
る
。
資
源
の
用
途
の
選
樟
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
特
ら
る
る
年
冷
の
所
得
(
た
と
へ
ば
第
一
の
主
鴨
に
つ
い
て
)
を
F
V

山
ば
・
川
れ
と
す
る
。
貸
借
に
よ
っ
て
年
今
の
所

得
に
つ
け
加
へ
ら
る
る
数
量
を
メ
イ
・
:
吋
と
す
る
。

ア
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
設
の
難
勧

第
四
十
二
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フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
説
の
難
勤

第
内
十
三
巻

五

ヨ1_

第

競

ま
づ
、
何
不
耐
忍
の
原
則
A
が
み
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
め
る
年
に
於
け
る
所
得
の
時
差
率
は
共
後
に
於
げ
る

所
得
の
流
れ
の
函
数
で
あ
る
。
こ
れ
が
各
人
に
よ
っ
て
ち
が
ふ
。
間
不
耐
忍
の
原
則
B
。
各
人
に
於
げ
る
各
年
の

時
差
率
は
共
年
の
利
子
歩
合
に
等
し
い
。
同
市
場
原
則
八
。
各
年
に
於
け
る
貸
借
は
相
蔽
ふ
。
崎
市
場
原
則
B
o

貸
付
金
と
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
割
引
す
り
れ
た
る
償
還
金
と
は
均
等
で
あ
る
。
間
投
資
機
曾
の
原
則
A
o
「
選
樟
の

範
聞
は
謹
捧
自
向
な
る
特
定
の
流
れ
の
特
定
の
表
ぞ
な
す
・
も
の
で
あ
る
と
」
い
ふ
原
則
。
こ
れ
を
表
は
す
方
程
式

の
形
は

「
仙
人
の
資
本
が
支
配
刊
ら
れ

'
J
O
お
特
定
的
技
術
的
慨
件
に
依
存
す
る
。
別
抗
資
械
舎
の
原
則
B
。
限

F

界
的
超
品
質
牧
盆
率
I

(
第
一
の
主
暗
に
と
っ
て
は
h
:
・
)
は
利
子
歩
合
に
等
し
い
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
含
記
し
て
、

共
柏
駅

ev-算
へ
る
。
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円
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宮
}
臼
自
ヨ
+
吉

l
出

未
知
数
の
歎
を
算
へ
て
み
る
。
川
W
F
W
E
-
-
印
ち
各
自
の
時
差
卒
。
間
一

4
4
・
午
ん
吋
に
於
て
各
白
川
炉
建
揮
し
た
る

所
得

y
の
上
に
つ
け
加
ふ
る

x
の
数
量
。
例
年
L
q

の
利
子
歩
合
y
y
:
・
。
開
各
自
の
投
資
機
舎
の
原
則
に
よ
っ
て

選
捧
す
る
と
こ
ろ
の
年
。
の
所
得
れ
れ
:
。
間
各
自
の
年
半
の
超
費
牧
益
率
パ
ザ
:
・
。
こ
れ
ら
の
鍛
を
聴
許
す
る
の

ー立 ~、 i可

8 S ¥3 
提草壁聖嫁

}
、
亡
、
海

岡
、
巳
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田
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目

(
E
-
H
)

3
E
「コ
M

-

J

4
F
0

・h
p

、

国
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白

自
I]{

一〆~l> 
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ι
F
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5
十

E
l回
h
a
B
H

と
こ
ろ
で
方
程
式
の
総
数
に
つ
い
て
み
る
に
‘
問
問
の
方
程
式
の
う
ち
か
ら
一

rけ
は
他
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
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フィ，

U
ヤ
ア
利
子
説
の
難
鮎

五
pq 

第
同
十
三
巻

五

四

第

放

方
程
式
の
純
総
数
は

u
B
コ
十
ヨ
l
z
l
H
と
な
る
。
ま
に
、
未
知
数
に
つ
い
て
み
る
に
、

キる
。
そ
の
数
は
口
(
ヨ

])rけ
で
あ
る
。

載
と
方
程
式
の
敷
と
は
相
等
し
い
。

r
が

y
か
ら
導
き
出
さ
れ

こ
れ
を
取
除
〈
左
未
知
数
の
数
は

u
S
口十
B
l
ロ
ア
と
な
る
。
未
知
数
の

此
監
は
弐
の
知
〈
考
へ
る
方
が
分
ー
り
易
い
と
忠
ム

ovv・
-
等
を
新
な
る
未
知
数
と
し
て
取
扱
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
を
，
u
h
J
J
・
-
に
よ
っ
て
定
義
す
る

と
ご
ろ
の
方
程
式
が

r
の
数
日
げ
つ
げ
加
へ
ら
る
る
こ
と

ιな
る
。
か
〈
し
て
未
知
蚊
と
方
稜
式
数
と
が
一
致
す
る
。
尤
も
本
文
に
漣
ぺ
た
る

k

」
ろ
の
ア
f
シ
ヤ
ア
の
見
方
世
間
〈
と
す
る
ー
か
う
な
る
。
「
ザ
と
よ
ば
れ
た
る
起
賀
牧
市
抗
措
は
第
一
の
主
開
の
今
年
肢
の
所
得
に
到
す
る
認
作
用

az引
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十
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E
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V
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4
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山
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4

j

a

J

一

個

の
反
射
の
記
放
の
一
部
分
微
係
抗
〈
ガ
税
引
ハ
勺
ιれIP

u
c
、、

υ
1

、、、

!持

1
2、
H

l
礼

さ

だ

か

ら

し

て

、

上

の

方

程

式

組

織

の

げ

ず

の

?

に

こ

れ

ら

の

事

代

入

す

る

と

き

に

は

、

ふ
未
知
数
は
此
方
程
式
組
織
の
中
に
含
土
れ
尚
こ
と
に
な
る
。
か

t
て
、
方
格
式
の
散
と
未
知
数

ω数
と
ほ
相
等
し
い
。

ー
と
い

ア
イ
シ
ヤ
ア
の
数
式
に
よ
る
利
子
理
論
の
鉄
連
に
於
て
、
共
特
色
と
も
見
ら
る
べ
き
も
の
は
、
何
よ
り
も
ま
イ
一
、

利
子
歩
合
の
決
定
の
説
明
に
於
て
、
少
く
も
表
面
上
、
査
本
を
も
も
出
す
こ
と
な
〈
、
こ
れ
を
金
〈
、
資
本
が
代

表
す
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
所
得
の
流
れ
か
ら
読
明
し
よ
う
と
し
た
る
賄
で
あ
ら
う
。
次
に
、
利
子
歩
合
を
決
定
す

る
と
こ
ろ
の
主
観
的
な
る
因
子
の
作
用
と
客
観
的
な
る
因
子
の
作
用
と
の
交
錯
の
事
態
を
明
に
す
る
と
い
ふ
利
子

論
上
の
最
も
困
難
な
る
馳
に
闘
す
る
其
答
解
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
ま
づ
フ
イ
シ
ヤ
ア
は
果
し
「
し
そ
の
企
圃
し
た

る
が
如
〈
、
資
本
を
所
得
の
タ
ア
ム
に
於
て
解
轄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
子
歩
合
の
決
定
ぞ
説
明
し
得
仁
で
あ

ら
う
か
。

第
一
。

7
f
シ
ヤ
ア
に
よ
っ
て
、
所
得
の
流
れ
は
常
に
、
あ
る
士
地
、
資
本
財
(
中
間
生
産
物
)
、
勢
働
等
の
資

気質利子論、 293-301
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源
か
ら
流
れ
出
づ
る
も
の
と
設
か
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
方
程
式
1u
共
他
に
於
け
る
所
得
は
す
べ
て
あ
る
一
定
の
資

源
か
ら
其
用
途
の
決
定
に
従
っ
て
涜
れ
出
づ
る
と
こ
ろ
の
所
持
で
あ
る
は
や
で
あ
る
。
一
と
こ
ろ
が
此
方
程
式
組
織

に
於
け
る

y
は
あ
る
主
鯉
の
一
定
の
年
に
於
て
も
つ
所
得
と
な
っ
て
ゐ
る
。

一
宇
一
惜
は
同
時
に
数
多
の
費
源
を
も

つ
は
や
で
あ
る
。
此
聞
に
若
干
の
矛
盾
が
あ
る
。
こ
れ
を
除
か
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
資
源
、
従
っ
て
そ

れ
ら
か
ら
流
れ
出
づ
る
諸
所
得
を
統
一
的
な
る
も
の
左
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
数
多
の
資
源
を
統
一
的

な
る
も
の
と
し
て
把
握
し
、
ぞ
れ
が
ら
得
ら
る
る
純
所
得
を
計
量
す
る
と
い
ふ
の
は
企
業
の
立
場
で
な
け
れ
ば
な

H
3

内

J

d

o
o
 

r-w一
ゆ
前
日

k
ι
ろ
が
企
業
一

ω
立
協
は
本
来
、
資
本
hf)
惜
る

b
m
、
資
源
の
如
何
な
る
も
の
佐
も
有
し
な
い
こ
と
同
ピ
共

本
質
と
し
て
ゐ
塁
。
投
資
機
舎
と
い
ふ
色
の
を
、
資
本
財
又
は
土
地
等
の
資
源
の
所
有
か
ら
は
じ
む
石
の
は
、
此

企
業
の
本
質
を
明
に
す
る
所
以
で
は
な
い
。
加
之
、
投
資
を
初
期
に
於
け
る
所
得
の
減
少
(
う
ぺ
か
り
し
所
得
を

失
ふ
こ
左
)
と
解
す
る
の
は
、
此
場
合
に
め
で
は
ま
ら
ぬ
。
企
業
は
営
初
、
如
何
な
る
資
源
を
も
も
た
守
、
得
べ

か
り
し
所
得
は
零
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
投
資
機
舎
の
説
明
に
於
て
述
べ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
の
所
得
の
流
札
は
方

程
式
組
織
に
於
け
る

y
と
は
著
し
く
こ
と
な
る
。

第
二
。
資
本
を
勝
飛
の
漁
期
所
得
に
ま
で
分
解
す
る
と
い
ふ
方
針
が
十
分
に
賀
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
な
る
ほ

ど
、
方
程
式
組
織
の
表
面
に
は
、
資
本
の
量
と
い
ふ
も
の
が
あ
ら
は
れ
宇
、
利
子
歩
合
が
一
に
所
得
の
流
伺
い
か
ら

定
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
色
分
析
を
準
め
よ
う
。
酌
式
は
果
し
て
何
を
意
味
す
る
か
、

叉
そ
れ
は
資

本
主
義
経
済
を
前
提
と
す
る
と
き
、
事
貨
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
成
立
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

X

の
線
和
が

ア
ィ
U
V

ヤ
ア
利
子
説
の
難
勧

第
四
十
=
一
巻

五
五

第

披

互正
五



フ
イ
U
V

ヤ
ア
利
子
説
の
雛
動

第
四
十
=
一
巻

五
六

第

量定

忽
ム
ハ

零
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

一
臆
年
ι
干
の
貸
借
即
ち
購
買
力
の
需
給
が
相
等
し
い
は
十
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
か

ら
、
営
然
認
め
ね
ば
な
ら
ね
や
う
に
思
は
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
最
初
の
一
年
を
と
っ
て
み
よ
う
。
な
る
ほ

E
貸
借
の
融
和
は
零
で
め
る
。
り
れ
ど
も
貸
さ
れ
、
借

ら
る
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
共
年
の
所
得
か
ら
と
は
限
ら
向
。

y
ィ
シ
ヤ
ア
に
よ
る
と
、
各
主
躍
は
英
資
源
の
用

擢
途
擦
の
結
果
、
費
源
の
最
高
な
る
現
在
償
植
を
求
め
、
此
現
在
慣
値
ey白
己
に
と
っ
て
最
も
敬
用
の
大
な
る
所

1fra

ザヲ
b
u
u

こ
-
t
【・

;
z
h
Iご

!

J

、

本
到
H
l
i
M
y
u
d
i
日
3

l
〓"

此
政
治
の
舟
に
貸
借
す
あ
も
の
が
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
X

で
ふ
る
む

ー
と
ろ
が
此
の
如

く
資
源
の
用
途
の
選
提
か
ら
定
ま
る
と
こ
ろ
の
所
得
か
ら
の
貸
借
が
勿
論
あ
る
。
こ
れ

rけ
が
フ
ィ
シ
ヤ
ア
に
あ

つ
て
は

x
と
し
て
政
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
き
う
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
の
貸
と
、
各
主
睦
の
借
や
融
和
し
に
の
で
は
、

此
融
和
が
零
と
な
ら
ぬ
。
初
年
に
於
て
枇
曾
に
存
在
し
た
る

t
こ
ろ
の
貸
付
資
本
だ
け
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
は
中

で
あ
る
。

y
か
ら
出
接
し
て
の
貸
借
致
量
卸
も
各
自
の
ぞ
れ
ぞ
れ
の

x
の
融
和
は

零
で
は
な
〈
し
て
X
だ
け
の
負
数
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
初
年
一
定
の
資
本
を
も
っ
て
而
も
こ
れ
を
貸
付
〈
呑

今
此
漁
存
す
る
資
本
を
X
と
し
よ
う
。

人
の
貸
付
は
、
こ
の
の
中
に
は
含
ま
れ
ね
は
ホ
で
あ
る
。
彼
の
今
年
の
所
科
と
し
て
毅
へ
ら
れ
う
る
も
の
は
、
精

々
彼
が
貸
付
け
守
し
て
手
許
に
残
す
だ
け
の
も
の
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
か
ら
。
此
意
味
に
於
て
、
方
程
式
料
卸
ち

と
+
ふ
十
:
:
・
・
十
H
U
H
O

と
い
ふ
式
は
現
寅
に
あ
て
は
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

現
貨
に
め
で
は
ま
る
も
の
は
、

-
次
の
表
現
で
あ
る
。
同
一
+
ふ
+
:
-
:
:
+
同
一
-
H
M
だ
か
フ
イ
シ
ヤ
ア
の
利
子
歩
合
の
決
定
は
会
〈
資
本
の
量
を
は



な
れ
て
行
は
る
る
如
〈
見
え
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
ぞ
れ
は
、
此
方
程
式
組
織
が
貸
付
資
本
の
全
く
な
い
場
合
ぞ
取

扱
っ
て
ゐ
、
従
っ
て
現
賃
か
ら
あ
ま
り
に
遠
い
も
の
で
あ
る
急
で
あ
る
。
さ
う
で
な
く
現
寅
を
あ
ら
は
す
も
の
と

し
て
み
る
左
き
は
、
此
理
論
の
立
て
か
た
が
誤
っ
て
ゐ
る
魚
で
あ
る
。
資
本
の
量
を
ぬ
き
に
し
て
、
利
子
歩
合
の

決
定
伝
説
明
し
う
ペ
〈
も
な
い
。

第
一
ニ
。
更
に
困
難
を
含
む
と
思
は
る
る
も
の
は
、
市
場
原
則
B
、
印
ち
方
程
式
同
で
あ
る
o
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
定

の
考
察
期
聞
を
通
じ
て
谷
主
醐
慨
が
借
入
れ
又
は
償
還
す
る
も
の
の
現
債
は
相
等
し
い
。
方
向
を
か
へ
て
同
一
の
事

抱
一
号
表
現
す
る
と
、
期
間
の
末
に
於
て
ほ
貨
も
な
〈
惜
'
也
な
い
。
而
し
て
、
こ
れ
k
xー
耐
忠
の
原
則
と
結
ポ
つ
け
て

-vz

，、、，
j

、

d
k
s
c』

4
4
1
r

こ
れ
は
、
貯
蓄
の
鈴
の
貯
替
が
行
は
れ
古
る
こ
止
を
賞
味
し
て
ゐ
，
O

《
大
関
V
A
ζ

レ
ふ
貸
借
必
初
日

は
、
時
差
の
理
論
そ
の
も
の
の
性
質
か
ら
、

ま
た
フ
ィ

ジ
ヤ
ア
の
立
場
か
ら
考
ふ
る
に
、
享
禦
の
極
大
を
求
め
て
所

得
の
時
間
的
調
節
を
求
か
る
こ
と
か
ら
定
ま
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
各
主
抽
胞
の

x
が
す
べ
て
償
還
せ
ら
れ
、

叉
は
取
立
て
ら
れ
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
期
末
に
於
て
、
各
自
の
所
科
が
珪
ら
十
消
費
に
み
て
ら
れ
て
居
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
準
み
て
い
ふ
と
、
此
原
則
の
背
後
に
あ
る
ア
イ
シ
ヤ
ア
の
思
想
そ
の
も
の
に
難
姑
が
あ
る
。

判
所
得
の
一
部
分
が
貯
蓄
の
た
め
の
貯
蓄
に
な
け
ら
る
る
こ
と
、
従
っ
て
如
何
な
る
時
期
に
も
消
費
に
み
て
ら
れ

、
ぎ
る
と
こ
ろ
の
資
本
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
考
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
不
断
に
増
殖
が
求
め
ら
る
る

と
こ
ろ
の
資
本
が
め
る
こ
と
が
考
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
ぬ
。
肘
一
定
の
期
聞
を
一
の
封
鎖
的
の
も
の
と
み
て
、

共
末
期
に
於
て
は
主
躍
が
時
前
京
市
の
こ
と
を
考
へ
や
、
と
い
ふ
偲
定
い
か
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
げ
れ
ど
も
、

一
定
の
期

フ
ィ
シ
ヤ
ア
刺
子
説
の
難
艶

第
問
十
コ
-
巻

':fi. 
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第

披

五
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フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
設
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難
貼
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四
十
二
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巻

五
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3工
F、

第
一
就

聞
を
限
っ
て
考
察
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
に
し
て
も
、

共
後
の
期
間
に
於
げ
る
生
活
に
つ
い
て
全
く
考
慮
を
め

ャ
ら
さ
争
、

と
い
ふ
こ
と
は
現
寅
の
程
捕
に
全
〈
め
h
う
べ
か
ら

4

さ
る
こ
ー
と
で
あ
る
。

オ
オ
カ
ア
マ
ン
は
此
動
に
つ
い
て
弐
の
加
〈
に
の
ベ
て
ゐ
る
。
ベ
エ
ム
に
於
げ
る
が
知
〈
、
フ
ィ
ジ
ヤ
ア
に
於
て
も
、
現
在
に
於
げ
る
貯
蓄
は
後

日
の
あ
る
時
期
に
於
で
其
刺
子
と
共
じ
消
費
せ
ら
れ
て
し
ま
ふ
こ
と
が
暗
歎
の
中
に
綾
想
サ
ら
れ
て
ゐ
る
。
げ
れ

E
も
こ
れ
は
め
ま
り
に
現
質
か

巴
迷
5
か
h
す
v
c
t
ゐ
品
。
ま
し
で
ア
(
シ
ヤ
ア
じ
め
つ
て
は
、
以
前
か
ら
貯
蓄
ゼ
ら
れ
た
る
資
本
が
料
来
の
ご
止
の
時
期
じ
全
部
消
費
ゼ
ら
る

る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
o

此
批
評
の
後
の
射
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
其
方
槌
式
組
職
の
中
か
ら
烹
町
内
取
り
得
べ
き
で
あ
る
か
。
な
ほ
念
に
こ
れ
を

し貯
J

H

L

J

U
，げ

hNJ

、。

1
2
i
f
R
L
 

フィ

U
ヤ
ア
が
第
十
一
章
弟
凹
節
に
於
て
、
第
三
十
凡
屈
を
中
心
、
と
し
て
試
み
た
る
説
明
は
、
最
も
治
意
F

べ
き
も
川
で
あ
る
。
主
鰭
は
利
子
歩

合
の
線
郎

M
K
い
ふ
市
場
線
が
投
資
機
舎
の
曲
線
h
刊
に
切
す
る
と
こ
ろ
、

P
叶
駄
に
と
V
ま
呂
。
蕊
に
於
て
、
各
期
の
所
得
ハ
v
日
が
定
ま
る
。
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
を
通
過
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
線
が
個
人
の
時
差
絞
刊
に
接
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
卸
も
u
w
ま
で
に
貸
借
に
よ
っ
て
移
動
す
る
。

P
勺
と
も

と
の
閥
係
か
ら
引
の
大
き
が
定
ま
る
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
る
。
い
ま
、
円
が
著
し
く
左
の
方
に
片
よ
る
時
に
は
、
同
し
て
、
仏
が
そ
れ
に
近
づ
か
ぬ

以
上
、
そ
れ
だ
げ
、
多
〈
借
入
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
而
も
此
借
入
る
る
も
の
は
他
の
主
鎧
の
今
期
所
得
か
ら
節
約
せ
ら
る
る
も
の
で
色
あ
h
得
る

が
、
な
し
ろ
大
部
分
は
過
去
か
ら
の
貯
蓄
で
め
る
。
而
し
て
、
自
ら
企
業
を
瞥
ま
千
、
資
本
を
有
し

τゐ
る
主
穏
を
考
へ
よ
。
横
軸
上
に
資
本
の

大
苫
だ
げ
を
し
る
し
た
る
貼
V
A

を
過

h
て
、
利
子
歩
合
の
線
M
を
ひ
く
、
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
の
投
責
成
舎
線
で
あ
る
。
こ
の
線
主
時
差
線
と
切

す
る
舗
を
も
と
す
る
。
そ
の
座
標
h
v乃
は
各
期
の
所
得
で
め
ら
う
。
そ
れ
と
共
に
、

nw
か
ら
横
軸
へ
の
霊
線
の
一
突
匙
Y
と
X
と
の
聞
の
長
Z
L
1が

貸
付
げ
ら
れ
る
。
而
し
て
こ
の
川
は
、
其
年
の
選
惇
せ
ら
れ
た
る
所
得
引
と
消
費
部
分
と
め
差
額
と
し
て
の
引
で
は
な
い
。
-
吋
が
貸
付
げ
ら
れ
、

他
の
主
慌
の

x
と
需
'
給
の
闘
係
に
た
つ
と
い
ふ
こ
と
は
、
本
文
に
謹
ベ
た
る
が
加
〈
、

x
の
総
和
を
し
で
零
以
上
の
色
の
た
ら
し
め
る
。

〈
り
か
へ
し
て
い
ふ
。

ジ
ヤ
ア
の
方
程
式
組
織
に
は
な
る
ほ
ど
、

た

Y
所
得
の
流
れ

表
面
か
ら
見
る
と
、

プ

イ

の
み
が
め
っ
て
、

既
に
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
薮
量
と
い
ふ
も
の
が
な
い
、

そ
れ
を
離
れ
て
利
子
歩
合
が
決
定

せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
に
見
え
る
。
而
も
一
歩
立
入
る
と
き
に
は
、
き
う
で
な
い
こ
と
を
知
る
。

4mMm
・
-
印
ち
す
べ
て
の

Gt1stav Akerman， Realkapital und I<¥.apitahins liじft1， 1923. S. 12. 
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X

は
す
べ
て
の

y
の
中
か
ら
相
互
に
貸
借
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
従
っ
て
、

1
十
河
一

J
1‘
+
一

J

J
・
-
の
雄
和
は

y
の

線
和
に
等
し
い
も
の
で
は
な
い
。
前
に
連
べ
た
る
が
如
〈
、

X

の
穂
和
は
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
費
本
の
量
X
に
よ
っ

て
定
ま
る
。
否
、
準
み
て
い
へ
ば
、

y
M如
何
な
る
大
き
を
と
り
う
る
か
を
制
約
す
る
も
の
'
と
し
て
資
本
の
畳
一
か

あ
る
。
こ
れ
が
利
子
歩
合
決
定
の
上
に
数
量
的
に
作
用
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
方
程
式
組
織
は
、
あ
ら
は
す
べ

き
も
の
ぞ
か
く
し
た
の
で
あ
る
。

ア
イ

U
V

ヤ
ア
は
事
宜
上
、
そ
の
設
資
機
舎
の
原
則
の
説
明
に
常
っ
て
、
幾
た
び
か
貸
付
け
う
べ
き
資
本
の
作
用

佐
辿
.
へ
て
ゐ
る
。

t
k
ヘ
ば
い
ふ
っ
「
か
〈
機
A
M
H

綿
上
に
枕
す
る
拙
p
川は、

司
へ
，
P

主
也
日
ョ
ら
忠
折
ぼ
ら
刊
円
る
も

』

1
y
i
t刈

vpJf，抑

M
L
M諸問

w

i

の
と
偲
定
せ
る
場
合
」
の
機
曾
線
上
の
結
R
と
こ
と
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
或
人
が
市
場
に
於
て
最
高
の
現
在
債

値
を
有
す
る
所
得
の
流
れ
を
選
び
出
す
で
あ
ら
う
」
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
附
加
的
保
件
を
必
要
と
す
る
。

「
共
人
は
附
加
的
保
件
と
し
て
唯
ζ

貸
付
市
場
の
媒
介
に
よ
り
、
其
位
置
か
ら
移
動
す
る
完
全
な
る
自
由
を
有
す
る

場
令
に
の
み
、
き
う
す
る
も
の
で
め
る
。
」
(
所
調
生
産
的
借
入
金
の
根
本
的
殻
果
は
個
人
を
し
て
所
得
の
流
れ
P

の
時
間
的
形
態
左
栴
せ
ら
る
る
も
の
、
却
も
翌
年
の
所
得
に
劃
す
る
今
年
の
所
得
の
P
に
よ
っ
て
表
示
せ
ら
る
る

割
合
を
無
視
し
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
「
蓋
し
P
が
今
年
の
所
得
に
於
て
如
何
に
不
足
し
て
ゐ
ょ
う
と
色
、
そ

れ
は
借
入
金
、
卸
ち
市
場
親
の
利
用
に
よ
っ
て
之
を
補
ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
1
0

」
要
す
る
に
、
機
合
線
上
に
於
け
る

P
の
位
置
、
即
ち
各
人
の
各
年
に
於
げ
る
所
得
の
大
き
は
、
貸
付
市
場
の
事
情
、
従
っ
て
貸
付
け
ら
る
ペ
き
資
本

の
量
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
定
ま
る
は
や
で
あ
る
。
資
本
の
量
と
い
ふ
も
の
を
離
れ
て
、
所
得
の
決

フ
ィ

U
ヤ
ア
刺
子
設
の
難
勤

第
四
十
三
巻

五
九

第

競

五
九
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イ
シ
ヤ
ア
利
子
説
の
難
慰

第
凶
十
三
巻

7t 
O 

第

披

O 

定
は
め
り
符
な
い
。

加
之
、
本
来
所
得
の
決
定
は
企
業
に
於
け
る
生
産
の
構
造
に
よ
っ
て
定
ま
る
は
す
で
あ
る
の
仁
、
単
な
る
投
資

機
曾
線
と
い
ふ
一
形
式
の
中
に
、
す
べ
て
の
資
源
の
利
用
の
仕
方
、
別
し
て
企
業
に
於
け
る
資
本
の
運
用
と
、
勢

働
者
自
身
の
勢
働
の
利
用
と
、
利
貸
資
本
家
の
資
本
貸
付
と
を
一
様
に
押
し
こ
め
て
は
、
所
得
の
決
定
の
事
情
を

十
分
に
説
明
す
る
こ
と
、
不
可
能
な
る
は
や
で
め
る
。

フ
ィ
シ
ヤ
ア
の
利
子
理
論

ω
浬
解
に
於
て
儀
色
困
難
恥
一
感
や
る
郎
少
は
第
十
一
牢
熊
川
筒
、
第
五
節
、
邦
課
じ
於
で
-4
正
七

l
一一六

O
の
問
寸
ロ

ヂ

E
め
る
。
者
じ
こ
れ
だ
げ
山
花
卜
分
に
曙
解
し
つ
る
な
ら
ば
ア
4
1

シ
ヤ
ア
利
子
理
論
の
根
本
ゃ
う
か
み
得
?
と
わ
げ
で
あ
品
。
り
れ
ど
も
、
さ
う

す

a降
、
フ
ィ
シ
ヤ
ア
の
利
子
理
論
の
根
本
の
鍛
魁
も
ま
た
、
こ
の
中
に
あ
る
こ
と
を
知

h
う
る
で
め
ら
う
。

ア
イ
シ
ヤ
ア
の
利
子
論
に
謝
す
る
私
の
立
場
を
要
約
し
よ
う
。
何
フ
イ
シ
ヤ
ア
は
利
子
の
説
明
に
よ

っ
て
資
本
か
ら
出
殺
せ
や
、
所
得
か
ら
出
獄
し
よ
う
と
す
る
。
げ
れ
ど
も
、
共
利
子
歩
合
決
定
の
理
論
に
於
て
、

資
本
数
量
の
作
用
を
の
ぞ
き
去
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
所
得
が
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
の
世
曾
艦
梼
的
機
構

朱
r'D
こ
、

立
小

1
i
i
'
t

を
明
に
す
る
こ
と
を
断
念
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
か
ら
出
珠
慣
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
此
所
得
そ
の
も
の
は
資

本
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
る
べ
か
り
し
も
の
で
あ
る
。
所
科
か
ら
利
子
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
本
来
十
分

に
貫
き
通
3
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
開
ア
イ

V

ヤ
ア
は
、
利
子
の
説
明
に
於
て
、
主
観
的
客
観
的
の
二
の
因
子

を
も
ち
出
し
て
ゐ
る
。
け
れ

E
色
、
そ
の
う
ち
に
重
き
を
置
く
も
の
は
時
去
の
主
観
的
因
子
で
あ
る
。
此
二
の
も

の
の
劃
立
を
利
子
の
成
立
原
因
土
、
そ
の
高
さ
を
制
約
す
る
色
の
と
の
劃
立
と
み
よ
う
と
す
る
ア
プ
シ
エ
の
見
方



に
は
無
理
が
あ
る
と
思
ふ
が
、
時
差
に
重
き
が
置
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
確
買
で
あ
る
。
け
れ

E
色
、
資
本
の
蓄
積

今
日
の
如
き
場
合
に
於
て
、
時
主
は
利
子
決
定
の
根
本
的
原
因
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
作
用
に
よ
っ
て
積
極
的

な
る
利
子
炉
成
立
す
る
と
は
考
へ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
生
産
力
の
側
こ
そ
、
利
子
を
成
立
せ
し
か
る
根
本
の
原

因
で
め
ろ
同
時
差
の
見
方
に
は
、

プ
ィ
ジ
ヤ
ア

L

一
の
諜
り
が
あ
る
。

フ
イ
ジ
ヤ
ア
に
あ
っ
て
は
、
貯
蓄
せ
ら
る

い
つ
か
の
時
期
に
於
て
享
饗
の
た
め
に
消
費
せ
ら
る
る
色
の
左
深
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
ア
イ
ジ

ヤ
ア
自
身
、
富
山
か
奥
ふ
る
と
こ
ろ
の
祉
合
的
地
位
、
勢
力
の
快
感
を
認
め
ぬ
わ
け
で
は
な
い
が
、
共
利
子
珂
論
の

る
-
色
の
は
、

姐
立
営
、

門
町
三

Z
J
λ
1
J
L
r
G
E」」
7
J
、
ノ
ネ
己
目
け

llrh
、
'
h
〈

!
U
4

h
円
司
主
J
i什

U
Z一
目
山
県
イ
ノ

U
訪
日
J
t
誌に.，
u

J

J

2

f

そ
の
悦
似
た
か
ら
判
断
す
る
と
、

E
-
7
一一4
b
i
h
γ
'
U
9
-
1
1手
、
4
0

〈

個

均

一

d
'
h
u

司

C
u
f唱
主
古
小
企
!
叫

σ

費
機
曾
の
原
則
の
説
明
に
於
て
積
今
な
る
無
理
、
乃
至
困
難
の
存
す
る
こ
と
は
上
に
詳
し
〈
の
べ
仁
る
所
で
あ
る
。

こ
h

に
〈
り
か
へ
き
ぬ
。
要
す
る
に
、

フ
イ
タ
ヤ
ア
の
利
子
論
は
、

一
方
に
於
て
極
め
て
清
新
な
る
一
面
を
有
し

て
ゐ
る
が
、
他
方
に
於
て
、
事
態
の
洞
察
に
於
て
精
確
な
ら
ぎ
る
所
が
め
ち
、
完
壁
に
近
し
と
い
ふ
こ
と
が
出
来

~ 
0 
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